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　旧軽井沢のユニオンチャーチ南奥
に書店ができた。大正時代の古い民
家を使った趣ある店だ。書店として
の特徴は、岩波文庫、中公新書が全
巻、そして講談社ブルーバックスの
ラインナップ。これがこだわりと店
主の所さんは言う。他には、『令女界』
という大正 11 年創刊の女学生や成
人前後の若い女性向けの雑誌の、復
刻ミニ版を堂書店が制作し販売して
いる。『令女界』は身の上相談や恋
愛小説なども掲載されていたため、
読者の女子たちの感想文が数多く出
版社に届いたと聞く。『令女界』創
設者の孫である所さんが、ミニ版を
制作した。復刻版は縦横厚さがそれ
ぞれ約 11 ㎝、７､3 ㎝、１㎝のコン
パクトサイズで、中には本体と感想
文の書けるメモ帖が入っている。川
端康成や萩原朔太郎の小説に竹久夢
二の挿画となれば、女子には人気
だったことだろう。地方にある書店
100 店を厳選して、pocket book( 文
芸クリーム、令女界復刻ピンク、科
学ブルー ) を年 6 冊出していく予定
だそうだ。
やなぎ書房：軽井沢町軽井沢859-1

　シンビズムをご存知だろうか。長
野県内の美術館 20 館、それぞれか
ら 20 人の学芸員が集結し、それぞ
れが選ぶ 20 人の作家を展示すると
いった企画として、2018 年に第一
回目が全 4 会場（諏訪市美術館・丸
山晩霞記念館・木曽御料館・信州新
町美術館）で開催された。
　翌年 2019 年には「シンビズム 2」
として新たに 20 人の現役で活躍す
る作家たちが選ばれた。翌々 2020
年には 14人、今年度は11人と、若
手作家の発掘からはじまった同事業
は、長野県の美術の礎を築いてきた
といえる作家（物故含む）まで手を
伸ばし、より深い追求が行われてい
く。現時点までに合計 65 人の “長
野県ゆかりの” 作家が登場した。

　絵画や彫刻、工芸や写真から空間
展示（インスタレーション）までと
幅広い展示がなされ、平面作品のみ
に注目しても油絵やアクリル画、テ
ンペラ画、日本画、切り絵や染色ま
でと、今日長野県で活躍する作家の
ジャンルがいかに多彩かが窺えた。

　空が高くなってきた秋の軽井沢。
中山道宿場町の面影がちらほら見え
る追分の、文化発信地『文化磁場 油
や』ギャラリー一進で、9 月の第一

　2021 年は長かったようで、しかし空虚に遣った時を鑑みると恐ろしく速く過ぎた気もする。自粛体制の中でも相応に騒がしかったオリパラの夏を経
て、COVID-19 もようやく静まりつつある模様。これまた必然だけれど再来にビクビクしながらも平常を求め過ごす日々。我々が愛する芸術文化活動は、
人が集うことで成り立つ側面が大きい。この先、苦しんだ芸術家や音楽家、その舞台裏で支えてきた人たちに是非とも以前のような明るい日常が戻っ
てくれることを願うばかり。そして『当り前』を失った年月を忘れないでおこう。（嶋崎）
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　中軽井沢で人気のパン屋「haluta」
を運営している株式会社 haluta。幅
広い事業展開をしており、ヴィン
テージ家具の輸入・リペア販売、パ
ンの製造販売、住宅設計事業など北
欧諸国の文化や暮らしを上田市の本
社を通して日本へ伝えてきた。
　この haluta が国道 18 号線沿いの
ドライブイン軽井沢跡地に複合施設
「still( シュティル )」をオープンさせ
る。敷地面積 3880 坪超の広大な土
地に、長く使われないままだった建
物を全改修し、2 階建て複合施設と
して、ハルタ建築設計事務所がリノ
ベーションする。
　館内には同社が展開する事業の拠
点とともに、複合施設として飲食店・
物販店・オフィスといったテナント
がはいる。西からの軽井沢玄関口に
位置し、haluta の取り組みが注目さ
れている。早いテナントのオープン
は 2021 年 11 月下旬頃までを予定
している。

　御代田のメルシャン軽井沢美術館
跡地に、2022 年を目途に「御代田
写真美術館」ができる。開館までの
あいだに、昨年から期間限定で朝食
専門のカフェレストラン『キャボッ
ト コ ーヴ MUSEUM TERRACE』が、
2021 年今年 8 月にはスウェーデン
の家具や服飾を扱う『lagom』がオー
プン。9 月初旬にはワインとフレン
チビストロ、デリカテッセンの店
『Sercle+』が誕生した。メルシャン
軽井沢美術館が 25 年以上運営して
きた地で、文化の香りを引き継ぐス
ポットが生まれ変わって出来つつあ
る。
　キャボットコーヴは、追分の森に
佇む朝食の美味しい店だ。2008 年
に開店、犬を連れて朝食を楽しめる
とあって当時は店内で大型犬を見か
けることもあった。口コミで瞬く間

に人気店となり朝食待ちの列ができ
るほどに。店主の出口清人さんは絵
描きでもある。2020 年には近隣の
ギャラリーで個展も開催した。温か
みのあるアメリカの風景画が中心。
昨年の7月から 11月まで『キャボッ
トコーヴ MUSEUM TERRACE』にて
営業。今年も夏場の繁忙期はミュー
ジアムでの営業となっている。
　オーナーソムリエである鎗田順一
さんが厳選した自然派ワインとデリ
カテッセン、そしてカフェが楽しい
Sercle+（plus）。ハルニレテラスの
セルクル軽井沢が、御代田にもうひ
とつのセルクルを展開するかたち
だ。
　そして、lagom。ハルニレテラス
の NATUR TERRACE とル・ヴァン美
術 館 横 の NATUR HOME & RATTA 
RATTARR が lagom の姉妹店。店名

急斜面の敷地という自然条件に従い
コアシャフトを建て、高強度ボルト
からプラグインされたカプセルが設
置された。
　御代田に黒川さんの別荘「カプセ
ルハウス K」があると耳にして、見
てみたいと気になってから何年が過
ぎただろう。今年 4 月、この建築物
を保存し活用していくプロジェクト
が始動。建物は一旦、黒川紀章建築
都市設計事務所の所有から離れた
が、黒川さんの息子で元同事務所代
表 で あ っ た MIRAI KUROKAWA 
DESIGN STUDIO 代表の黒川未来夫さ
んが 2019 年に取得、2021 年より
工学院大学建築学部の鈴木敏彦研究
所と共同して次世代へ繋ぐプロジェ
クトを立ち上げた。取得後に、修繕
と維持管理を進めている。また、数
少ないメタボリズム建築の一つであ
る「カプセルハウス K」を長く後世
に残すために、今年、動態保存のた

“lagom” はスウェーデン語で” ほど
ほど” を指す言葉。自身が家具デザ
イナーでもある須長檀さんは lagom
というお店を通じて” ほどほど” な
暮らし方を目指したいと考える。シ
ンプルなだけの暮らしや好きなもの
を諦める意味ではなく－自分の定規
を持つ－ことだと話す。手に取る人
の“定規”を作る手伝いをしたいとも。
須長さんのプロデュースにはス
ウェーデンで培った独特の魅力があ
り、lagom の空間はギャラリーとし
ても次に何を見せてくれるのかとい
う期待が生まれる。
   10 月 22 日（金）から ELLE DECO 
DESIGN WEEK のイベント参加とし
て『House for birds』を開催。御代田、
軽井沢へ移住をするデンマーク、
フィンランド、スウェーデン、東京
で国際的に活躍する 5 人のデザイ
ナー達が、自然と人を繋ぐ道具であ
るバードハウスをデザインしたもの
を展示する。
　メルシャンが培ったアート空間
を、それぞれの店が継承して訪れる
人をもてなす。御代田の新スポット
から目が離せない。

めの資金をクラウドファンディング
で募っている。
　今後、建築物を研究する学生や一
般の人が宿泊できる施設として利用
可能になる日が来ると思われる。

▲「CAPSULE HOUSE-K」とその修繕
プロジェクトに関するクラウドファ
ンディング▲
https://miraikurokawa.jp/activity/ca
psule-house-k/crowdfunding/

「Architecture」

　「カプセルハウス K」は黒川紀章さ
んが長野県北佐久郡に個人別荘のモ
デルハウスとして建てた建物で、「中
銀カプセルタワービル」と同じ
BC-25 型のカプセルを住宅の諸室と
して用いている。浅間山と正対する  

秋

週に開催された個展が素晴らしかっ
た。追分の街道や建築物、街角を切
り取った水彩風景画が部屋一面に広
がり観る者を魅了した。
　作品を描いたのは元東映アニメー
ション背景画担当の杉本隆一さん。
リアルな風景が描かれる後ろには、
揺れる樹々や風を感じる景色がぼん
やりと佇む。建物の角から、ひょっ
こり人物が現れそうな不思議な感覚
に囚われる。
　東京と軽井沢のデュアル生活が長
　

い。在軽時は、追分の風景を切り取っ
て描く。ただし軽井沢ではなく追分
にこだわり続け、別荘を拠点に近隣
を歩いては描く作業を続けている。
手元に欲しくなる作品ばかりだが、
杉本さんは「絵は売るものではない
から…」と言う。現役時に携わった
アニメにはTVシリーズのタイガー
マスクやマジンガーＺ、キュー
ティーハニーに、劇場版のパンダの
大冒険など有名な作品が多い。2008
年に東映アニメーションギャラリー

の館長を務めた後、2012 年に退職。
大きな体躯に反して、スケジュール
などを記したメモ帳の字が、とんで
もなく細かい。米粒サイズの字が
びっしり並ぶメモ帳の字を指して
「ほら、小さいでしょ」と満面の笑
顔を見せてくれた。来年も追分の風
景に逢いたいものである。
　

「haluta bageri」

　会場となる場所も先述の 4 館をは
じめ、須坂版画美術館、辰野美術館、
茅野市美術館、安曇野高橋節郎記念
美術館、中野小学校旧校舎・信州中
野銅石版画ミュージアムなどと、全
県が舞台となってきた。集大成と
なったシンビズム４では豊科近代美
術館と上田市立美術館の 2 館に作品
が集約された。
　学芸員も入れ替わりつつ 30 人以
上が参加している。芸術文化の担い
手とも言える存在の学芸員が、それ
ぞれの所属館、地域、行政区域、公
立私立の垣根を越えて集う。ミュー
ジアムネットワークとしての恊働、
共同体は、県内の学芸員同士にとっ
ての交流と学習の場として、画期的
な機会となっていることだろう。辰野 登恵子 展示風景（上田市立美術館）

塚田 裕 野外展示風景（茅野市美術館）

戸谷 成雄 展示風景（上田市立美術館）

　前年の準備年を入れて 2018 年に
開催された「シンビズム 1」から、
先月終了した安曇野会場の「シンビ
ズム 4」まで、当初の５カ年計画と
しては一括りとなるそうだ。それで
は、これからは先はどうなるのだろ
うか。

　作家は日々進化していく、新しい
作家も次々と誕生してくる。長野県
にはまだまだ評価するべき作家がた
くさんいるはずだし、埋もれてし
まっている作家もいることだろう。
　学芸員もまた同じことで、若い学
芸員や、これから学芸員を目指す人
も続々湧いてくるはずだ。シンビズ
ムの継続と今後の展開が文化に携わ
る人の育成と、長野県の芸術の発展
に繋がっていくものだと信じたい。

　シンビズムの活動は展覧会開催の
みではない。ワークショップや講演
会イベントの実施、シンポジウムと
様々である。学芸員同士のネット
ワークをこえて、地域と作家、美術
館と観覧者などと様々な芸術ネット
ワークを構築していくために続いて
いく。「シンビズム 5」の開催が待ち
遠しい。

　柿崎 順一 トークイベント風景（一本木公園展示館）

　小山 利枝子 トークイベント風景（上田市立美術館）



　7 回目となる「まちづくり関係講
演会」。主催は東京･軽井沢など複
数拠点を連携することで「まちづ
くりの創造･促進」に向けた活動を
展開中の一般社団法人･国際文化都
市整備機構（FIACS）だ。8 月 14
日の同講演会は、感染対策に配慮
して参加人数を制限しての開催と
なった。
　コロナウイルスは株を変化させ
感染力を強めながら社会活動を脅
かした。今後数年はこうした状況
が続くと予測される中、如何にコ
ロナと付き合っていくのか。コロ
ナで混乱する社会から見えてきた
ことは何か。講演会は FIACS 理事
長で元西武百貨店社長･元参議院議
員の水野誠一氏による基調講演、
Beyond Corona『コロナ禍の功と罪』
から始まった。

　水野氏が 2015 年に上梓した書
籍『否常識のススメ』では社会経
済の成長期の終焉を説いている。
発刊から 5 年、世界がコロナ禍に
巻き込まれた今こそ「否常識」へ
の転換が求められると語る。同氏
が事例として挙げたのが『文明か
ら文化へ』『成長から成熟へ』『進
化から深化へ』『競争から共創へ』
『創造から想像へ』『教育から共育
へ』『エゴからエコへ』『知識から
知恵へ』『市場から社会へ』『売手
から助手へ』『効率から効果へ』『所
有から使用へ』『論理から倫理へ』
『情報から情緒へ』の14項目だ。
　トマ･ピケティ著『21世紀の資本』
によって、世界の半分の富を上位
1％の富裕層が握っているとの真実
が明らかにされ、この構図の転換
は当面困難と思われた。しかし水
野氏は「非常識」ならぬ「否常識」
という新たな枠組みを提示。環境･

　軽井沢町は 2016 年の G7 サミット
の頃から、リゾートテレワークとい
うキーワードを打ち出し、国内有数
のリゾート地でテレワークをと新し
いワークスタイルの提案をしてきた。
一見するとリゾートテレワークと
ワーケーションは同じように感じる
が、そのポジションは大きく異なっ
ている。
　リゾートテレワークは、生活の拠
点をリゾートに移し、そこからテレ
ワークするといった働き方の新しい
形だ。他方、ワーケーションは休暇（バ
ケーション）利用方法のバリエーショ
ン。リゾートテレワークについては
軽井沢にとどまらず、現状、長野県
全体で打ち出すコンセプトワードに
なっている。これは U・I・J ターン
の移住施策の大事なキーワードであ
ろう。
　軽井沢のテレワーク施設は、バケー
ションで来る人が合間で仕事をする
ワーケーション施設に使うタイプと、
生活拠点の一つとして生活の軸足を
軽井沢に移し、自宅ではないワーク
プレイスとして使うタイプの 2 つに
別れていると考えられる。
　以下、『軽井沢リゾートテレワーク
協会』の WEB サイトに掲載されてい
る中から、第二拠点として使う想定
でドロップイン利用が可能な場所を
紹介する。

[Reported by Tatsuya Yoshida＠Kipple inc]

貧困･戦争からコロナ禍へと繋がる
地球社会のあり方について独自の
解釈を加え、解決の方向性を紹介
した。その後、FIACS 会長･鳩山由
紀夫氏（元内閣総理大臣）が登壇し、
水野氏との対談を通して論点の深
掘りがなされた。

　次に、FIACS の昨年の研究成果を
とりまとめた書籍『Beyond コロナ
の都市づくり』の要点を小林洋志
氏（FIACS 理事･博報堂プロデュー
サー）が報告。今後の都市のあり
方やオフィス機能、商業機能、コ
ンテンツビジネスの動向について
言及した。さらにリモートワーク
が進み、『住』に重きを置いた生活
の価値が向上する中、軽井沢の将
来性は高いと指摘。既に始まって
いる移住者の増加や都会とのデュ
アル生活者に目を向けたまちづく
り構想が重要であると語った。

　最後の登壇者は軽井沢町のマス
タ ー ア ー キ テ ク ト･團 紀 彦 氏

（FIACS 理事･青山学院大学教授）。
軽井沢の場合、リモートワークの
進展により都心からのファミリー
単位での移住者が加速度的に増え
ていることを注視したいと発言。
審議中の町役場の建て替え計画に
も言及した※１。併せて「軽井沢
には高い塀がない」ことを高く評
価。昨年、團氏がセゾン現代美術
館で開催した『都市は自然』展の
根底にある共生モデルを紹介した
上で、軽井沢が共生モデルの典型
となるべきと熱く語り、町役場の
新庁舎も人と自然が共生する軽井
沢に相応しいものであるべきと述
べた。会場の参加者からは周囲の
広域的な自然環境、とりわけ湯川
との共生･調和について要望や意見
が出された。
（※１）９月 28 日（火）に開催した庁
舎改築周辺整備事業プロポーザル審査委
員会（二次審査）において、一次審査を
通過した７者から最優秀提案者及び優秀
提案者を山下設計・三浦慎建築設計室設
計共同体に決定しました。軽井沢町 HP
にて確認できます。

https://www.town.karuizawa.lg.jp/www/c
ontents/1620620161271/index.html

　SDGs とは持続可能でよりよい世
界を実現するための 17 の目標のこ
とだ。地球環境を破壊してきた人
類がまずは足元の環境を、そして
誰も取り残さないとことを目標に
取り組んでいる。ここにコロナ禍
で止めざるを得なかった経済や人
流から、人々は多くの気付きを得
たと思われる。これまで地球を支
配してきた人類であるが、今後は

ウイルスと共存する中での持続可
能性を追求するしかない。ここで
も会場の参加者から「共生概念も、
我々のゲノムが宇宙由来であるこ
とを認識した上で語らないといけ
ない」などの意見が飛び出し、登
壇者や他の参加者を交えて闊達な
意見が交わされた。

　コロナ禍により、在宅勤務は一
定程度普及した。どこでも仕事が
できるとなれば、通勤苦なしに豊
かな自然が近く、かつ都心へのア
クセスが良い軽井沢は移住者や
デュアル生活者にとって最適な地
区だろう。しかしコロナ禍の影響
は住居の選択問題に留まらず、従
前の当り前（常識等）を見直す機
会として、実に迅速に人々に効い
た。人為的な施策では中々進まな
かった物事がコロナの脅威を前に
して簡単に覆された感がある。水
野氏の説く 14 項目には、我々が地
球上で振舞ってきたこと一つひと
つに対して、この機会に立ち止ま
り考えることを示唆するものが多
い。『文明から文化へ』『進化から
深化へ』『競争から共創へ』『エゴ
からエコへ』に対して「考えると
きは今」という気がしてならない。
　軽井沢がもてはやされ、本質を
見失った形で都市化が進み、結果、
別荘地の地位を返上する日が来な
いとも限らない。物事の深みへの
配慮に欠けたエゴから軽井沢の明
日は創造できない。立ち止まれた
からこそ、この時を大切に考え
Beyond Corona の進展に尽くした
い。

　

　避暑地で国内屈指の別荘地として地
位を築いてきた軽井沢。東京から進出
した数多くの有名店が栄枯盛衰の後、
全てと言っても過言でないほど撤退を
余儀なくされ今なお残るのは数店のみ
となっている中で、地元の『ツルヤ』
が買物の代名詞となっているのは、あ
ながち他に目ぼしいマーケットが存在

　

　塩沢地区の古民家をリノベーション
して作られた緑友荘。駐車場併設で無
料。受付は無人で、管理者に電話して
チェックイン。古民家特有の天井の高
さ、開放的な窓から外が見えるのが良
い。椅子席、畳部屋とバリエーション
があり心地よい。ここの魅力の一つは
「緑友食堂」という食堂の併設。注意
すべき点は、緑友食堂と緑友荘とは別
の店舗という位置づけなので緑友荘は
飲食禁止。

シンプルだが温かみのある北欧デザイ
ンをベースに、明るく開放感のあるイ
ンテリアが特徴的。また、場所を選べ
ることや施設内にあるキッチン利用
や、飲料がフリードリンク。電話やオ
ンラインミーティングなどに利用でき
るフォーン・ブースもあり。さらにツ
インルーム一室だけの宿泊施設も併設
で泊まり込みでの仕事も可能。

　軽井沢書店が管理する施設。場所は
中軽井沢鳥居原交差点に近い。広報・
宣伝をしていないため、あまり知られ
ていないが、軽井沢リゾートテレワー
ク協会開催のリゾートテレワーク・デ
イズに参加して、無料利用できるとき
に体験することが可能。個室ブースも
2 つあり、チャットやミーティングも
できる。駐車場はあり。ドロップイン
利用するには事前登録（軽井沢書店に
問合せ）が必要。

　旧軽井沢から白糸の滝に抜ける白糸
ハイランドウェイの途中にあるキャン
プ施設やスカイアスレチック施設が集
まるアウトドアパークにあるロッジス
ペースがテレワーク可能なスペースと
なっている。テレワーク利用時間営業
時間内の 8:30 ～ 20:00 まで。利用は
無料だが、利用前にセンターハウスで
チェックインが必要。

 

　旧軽井沢銀座の中心部にある軽井沢
観光会館２ F で入口に「docomo 
Karuizawa Resort Telework office」と
記載あり。駐車場はなし。ここは事前
予約無しのドロップイン利用が可能。
利用は 1F の会館受付で氏名および連
絡先を記述。ここは docomo のテレ
ワークオフィスの間借りというスタン
スで、一般利用可能な席は 5席のみ。

ワ ー ク ス タ イ ル の 多 様 化

　長野県諏訪郡富士見町に
2015 年 12 月にオープンした
『富士見森のオフィス』。設立趣
旨は「大学（武蔵野大学）の研
修所等として使われていた木造
施設をリノベーションし、 富士
見町の移住促進施策であるテレ
ワークタウン計画の一環で整備
された。 地域課題の解決や地域
経済の活性化、新しいビジネス
や共創プロジェ クトの創出、
移住定住人口の確保を目的とし
た施設。」とある。施設には、シェ
アオフィス（サテライトオフィ
ス）８室とコワーキングスペー
ス、会議室、食堂ホール／交流
スペース、キッチン等があり、
活発な活動拠点となっている。
入居する企業や企業家には、地
域経済の活性化や地域課題の解
決等を誘発することを求め、移
住者の裾野を広げる役目も果た
していると聞く。
　

　新 軽 井 沢 地 区 に あ る 232 
work&hotel は、長野県初のコワーキ
ングスペース上田の Hanalab 開設に
参加していた ( 株 ) ハルタがプロ
デュースしたコワーキングスペース。

しないからだけでなく、ブランドを確
立する努力をしてきたからではないか
と漫然と買物をしながら思う。
　昨今の軽井沢の混雑ぶりをして『ツ
ルヤ』を取材映像に使うのは少々勘弁
してほしいが、他に象徴的な映像が見
当たらないのも当然として寂しい限
り。
　軽井沢『ツルヤ』の混雑は、主要な
休暇になると全国報道でも紹介される
ほどの “名所” ぶりを発揮し、それが
相まってか更に混雑に拍車をかける有
様を招く事態になっている。軽井沢の

住民は、連休や夏休み、年末年始は言
うまでもなく、コロナのおこもり状況
下では “ツルヤ周辺回避” を当たり前
のように語り合った。では、このなぜ
『ツルヤ』は顧客の期待を満たし続け
ているのか、について。まず『ツルヤ』
は真摯にオリジナル商品開発に取り組
んでいる。そこからファンは広がり、
リピートし、軽井沢に行ったら間違い
なく『ツルヤ』へ向かう。お膳立てさ
れたオリジナル商品は、お土産品とし
てのステータスを絶対外さず、お客様
満足度を維持する。

軽井沢土産の定番品（例えばジャムな
ど）もオリジナルで開発され、生産直
売の他社商品に負けない。ナッツ類や
ジュースはもちろんだが、季節の果物
も『ツルヤ』から贈るとなれば、
“TSURUYA” ブランド全てが何やら自
信に満ちていてお客を惑わせないのが
凄すぎる。
　『ツルヤ』渋滞は地元民には強く忌
避されるが、軽井沢に来たらアウト
レットよりも『ツルヤ』に行くべきか
もしれない。また、商品に対する責任
は他に類を見ない姿勢が見える。顧客
の小さなクレームに近隣であれば「直
ぐに商品をお届けに参ります！」と対
応する、本当に直ぐになのである。

※次回発行号では、デリシアの魅力を
分析する予定です。

　コロナによって、仕事や生活の
仕方が、ある意味思い込みに過ぎ
なかった部分もあることに気付い
た。変化することを厭う場合では
なかったし、組織の在り方なども
瓦解に近い進化をもたらした。
　おかしなことだが、インターネッ

トにより世界が簡単に繋がる変化
のあとでのコロナ禍は、満を持し
てかと思えてくる。リセットなの
かもしれない。堅い足元を好みす
ぎていると、変化に対応できなく
なる。決まり事はたいてい多数派
意見が為したものではないか。今

はどうなのだろう。
　このコロナ禍では、成長した事
業体もあった。ワクチンを開発し
た製薬会社や、マスクなどウイル
スを防御する商品開発を進めたと
ころは、社会に役に立っている一
方で災厄にて利益を生む。必要不
可欠だが、どこか理不尽さも併せ
持つ。けれど、それこそが人間が
常に求めて追い続けていることで
はないか。必要不可欠なことを見
出す能力が求められるなか、文化
芸術活動や飲食店などは、苦境に

立たされるケースが散見された。
つまるところ、これからも付き合っ
ていくだろう見えない脅威に対す
るリスクマネジメントが問われる。


